
令和４年６月定例会一般質問通告書

令和４年５月１７日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 小椋 憲浩 ㊞

次の事項について質問します。

１－１

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１．地方創生総合戦略に

ついて

（琴浦版総合戦略）

３月議会では福本町長の選挙公報やチラシに掲載されて

いる公約についての質問、そして４年度予算案に提案され

た事業などについての質問が多く出されました。

就任されて約半年経過した今、３年度事業も終了し４年度

事業に入っていますが、未着工の事業もある中で、琴浦版

（福本版）創生総合戦略についての考えをお尋ねします。

(1) 地方創生総合戦略の定義についての考え方をお尋ねし

ます。

(2) 第２期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略についてど

の様に進めていかれるのか考えをお尋ねします。

町長

２.障がい者スポーツ振興
について

（パラリンピック）

（デフリンピック）

障がい者スポーツについては夏季・冬季、また室外・室

内を問わず、あらゆる障がい者スポーツが全国で盛んに行

われています。選手、指導者、補助者など多数の関係者の

努力、協力が欠かせないものと考えています。そこで琴浦

町での障がい者スポーツ振興についてお尋ねします。

(1) 琴浦町でのスポーツ振興全体の現状についてお尋ねし

ます。

(2) 障がい者スポーツ振興について競技者、指導者などの

育成も含めどの様に考えておられるかお尋ねします。

(3) 既存する施設の活用状況と整備状況について障がい者

スポーツに対しての認識や考え方をお尋ねします。

町長

教育長



【通告１番】 小椋憲浩議員 2/2

１－２

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

３．交通安全対策につい

て

（区画線）

交通安全対策については様々な取り組みが行われ、町民

の理解もあって数年前より交通事故は減少傾向にあると考

えています。

その中にあって町内の道路（国道・県道・町道・農道・林

道等）の区画線はその利用頻度や環境によって状態が変化

していると思いますが、町内の道路環境（区画線）につい

てお尋ねします。

(1) まず交通安全対策についてどの様に考えておられるか

お尋ねします。

(2) 町道の区画線の状況は把握されていると思いますが、

区画線の整備については計画的ですか受動的なのかお尋

ねします。

(3) 国道・県道・町道の区画線整備について今後の考え方

をお尋ねします。

町長



令和４年６月定例会一般質問通告書

令和４年５月２３日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 山本 秀正 ㊞

次の事項について質問します。

２－１

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１. 安心・安全に暮らせる
まちづくりについて

安心・安全に暮らせるまちづくりに向けては、「防災」

「消防」 「防犯」「交通安全」など、さまざまな取り組み

が考えられますが、今回は、「防災」と「交通安全」につ

いてお伺いします。

(1) 自主防災組織の機能充実について

① 現在の組織化の状況についてお伺いします。

② 先般の 4月 13 日付けの「日本海新聞」に、消防庁の

発表として、2021 年 4月 1 日現在の自主防災組織率の

状況が掲載されていました。鳥取県全体の組織率は

92.7%で、琴浦町は 100%とありましたがどういうこと

かお伺いします。

③ 自主防災組織による人命救助活動が災害時に十分機

能するかについて、2020 年 1月、朝日新聞が全国の道

府県庁所在地と東京 23 区の計 69 自治体にアンケート

したところ、「分からない」と答えた自治体は約 4割と

最多であったということでしたが、琴浦町においては、

災害時に十分機能するのかお伺いします。

④ 防災士養成研修の受講状況についてもお伺いしま

す。

(2)支え愛マップづくりの推進について

① 現在までの支え愛マップづくりの状況についてお伺

いします。

② 災害時の対応として、福祉の視点での支え愛マップ

づくりは必要であると考えますが、今後、どのように

推進されようとしているのかお伺いします。

町長



【通告２番】 山本秀正議員 2/2

２－２

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

(3) 交通事故防止のための狭隘道路(町道)の解消について

一つの例として、町道「八橋以西線」の場合ですが、

総延長が 2,646.2 メートル、側溝延長 2,165 メートルで

うち側溝に蓋があるところが飛び飛びで 327 メートルで

す。また、平均幅員は 4.4 メートルのようですが、最小

幅員は 2.4 メートルしかありません。総延長が 2キロメ

ートル以上であるにもかかわらず、待避所設置数がわず

か ５箇所、側溝も蓋があるところが飛び飛びで 327 メー

トしかなく、すれ違いができない、まさに狭隘道路(町道)

で危険な状態であります。このような危険な狭隘道路は

他にもまだあるとおもわれます。

① 安心・安全に暮らせるまちづくりのため、交通安全

上また防災上の観点から、計画的にかつ早急に解消す

る必要があると思うが、考えをお伺いします。



令和４年６月定例会一般質問通告書

令和４年５月２３日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 田中 肇 ㊞

次の事項について質問します。

３－１

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１．東伯総合公園のサッ

カー場整備について

琴浦町サッカー場のある町東伯総合公園は都市公園法と

いう国の法律に基づき設置、整備され（町都市公園条例例）、

都市公園法第１条で法の目的は「公共の福祉の増進に寄与

すること」と規定されている。

また、地方自治法の第１条の２は「住民の福祉の増進を

図る」ことを地方公共団体である町の役割として定めてい

る。言い換えれば「住民が主役」の町づくりである。

今から４年前、平成 31 年３月 16日町公共施設レビュー

により、東伯総合公園の町サッカー場の改善について指摘

された。

今回、町サッカー場が法の目的に基づき、どのように整

備されるのか質問する。

(1) 令和元年 12 月定例議会、「東伯総合公園サッカー場の

人工芝改修による施設の多目的利用と住民の健康増進並

びに持続的な施設運営について請願」採択、請願の経過

と結果を求める決議が議決された。

請願を受け「何時、何処で、誰が、内容検討し、結論

を出したのか」伺う。

(2) 令和３年３月１日「東伯総合公園サッカー場の人工芝

改修の要望署名」2,266 筆が提出された。

署名を受け「何時、何処で、誰が、内容検討し、その

結果を回答したか」伺う。

(3) 整備にあたり、どのような利用ニーズを想定している

か伺う。

(4) 公共施設レビュー以前に、町サッカー場の整備につい

て住民や団体等から要望や指摘はあったか、あればその

内容と団体について伺う。

町長

教育長



【通告３番】 田中 肇議員 2/2

３－２

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

２.PFI による東伯総合
公園及び赤碕総合運動

公園の改修・運営につ

いて

町は平成 28 年３月町公共施設等総合管理計画を策定、平

成 31 年３月には町公共施設レビューを実施し、令和元年に

は PFI 手法の導入を目指し、東伯総合公園民間資金等導入

可能性調査事業（予算 8,232 千円）を実施した。

そして、令和３・４年の二か年で総額 20,000 千円の予算

で PFI 等の官民連携手法の導入による東伯総合公園リニュ

ーアル事業に着手している。

(1) 本事業の導入の目的とその効果について伺う。

(2) 整備内容と運営方法並びに削減額について伺う。

(3) 導入前と後の利用者数と利用収入について伺う。

(4) 自治体による、導入実例について伺う。

町長

教育長



令和４年６月定例会一般質問通告書

令和４年５月２３日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 川本 善孝 ㊞

次の事項について質問します。

４

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.「水田活用直接支払交

付金」見直しの影響に

ついて

(1) 「水田活用直接支払交付金」の R３年度実績、受給戸

数、受給額を多い作物順に示してほしい。

(2) R４年度より当該交付金が見直されることとなった。

農業を基幹産業とする本町にとって多大な影響を与える

と考えるが、町長の認識及び対策を伺いたい。

町長

２．消費税のインボイス

制導入による影響につ

いて

(1) R５年 10月より消費税のインボイス制（適格請求書等

保存方式）が導入される。

『シルバー人材センター』は、会員を課税事業者にさせ

ることもできないため、「仕入税額控除」が出来ず、多大

な「納税額」が発生することになると考えるが、どの程

度の金額になるか示してほしい。

また、その対策を伺いたい。

(2) 水道の検針員も同様であると考える。

新規発生「納税額」およびその対策を伺いたい。

町長



令和４年６月定例会一般質問通告書

令和４年５月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 谷田 順子 ㊞

次の事項について質問します。

５

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１．高齢者福祉の推進に

ついて

(1) 令和３年３月に策定された「第８期琴浦町介護保険事

業計画・高齢者福祉計画」では、基本理念として「いつ

までも住み慣れた地域で暮らせる共生のまち」を掲げ、

また、令和４年４月に策定された「第４期琴浦町地域福

祉計画」では「すべての人が健康で生きがいを持ち、安

心して暮らせる地域共生社会の実現」を基本理念として

いる。

少子高齢化が進行し高齢化率 36.4%（令和２年）と超

高齢社会となっている琴浦町において、いつまでも住み

慣れた地域で、安心して暮らせる地域共生のまちづくり

をどのように進めていくのか、基本的な考えを示された

い。

(2) 「第８期琴浦町介護保険事業計画・高齢者福祉計画」

策定にあたって行われた「介護予防・日常生活圏域ニー

ズ調査」によると、「日常生活の困りごとがある」と回答

した高齢者が、特に困っていることとして、日常の家事・

買い物・通院・災害や急病などの緊急時に助けを求めら

れる人がいない等をあげている。地域では、民生児童委

員・福祉委員・愛の輪協力員等の連携による見守り活動

や、ふれ愛マップ作りなど様々な取り組みが行われてい

るが、それでも行方不明者や孤独死をされる方があるの

が現状である。

高齢者の見守り・安心して生活できる対策として更に

お考えのことがあれば伺いたい。

町長



令和４年６月定例会一般質問通告書

令和４年５月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 手嶋 正巳 ㊞

次の事項について質問します。

６

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１．東伯総合公園のサッ

カー場について

前小松町長在籍時、天然芝か人工芝か、結論が出ない状

態で現在に至っている。

福本町長はどういう判断をされるのか伺う。

町長

２．子どもの弱視の発見

に専用機器を導入して

は

メガネなどを使っても十分な視力が得られない弱視の子

どもは 50 人に１人いるとされ、目の機能が発達する６歳頃

までの早期発見、治療が欠かせない。弱視の発見には３歳

児健診の際、専用機器を用いて屈折異常（ピントのずれ）

などを調べる「屈折検査」が有効と聞いている。

国の補助事業を活用し※１フォトスクリーナーを導入さ

れる考えはないか伺う。

※１フォトスクリーナー：屈折（遠視・近視・乱視・屈折の

左右差）と眼位（斜視の有無等）を測定する医療機器

町長



令和４年６月定例会一般質問通告書

令和４年５月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 川本 正一郎 ㊞

次の事項について質問します。 1/2

７―１

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.商工業の活性化につ

いて

(1) 新型コロナウイルス感染症に関わる、国・県・琴浦町

での各種支援策やキャンペーンの、実施状況と現在まで

の効果をどのように評価されているのか伺う。

(2) 鳥取県の「新型コロナ安心対策認証店」認証制度への

対応と支援はされたのか、町内の認証店数及びその割合

を伺う。

(3) 今後の各種支援策やキャンペーンなど実施計画などが

有れば伺う。

(4) 町内観光地の来客状況、今後のイベントや観光 PR な

どの取り組みと推進計画が有れば伺う。

(5) 琴浦町の有料観光施設数と観光農園数・年間来客状況

と、今後の支援や取り組み計画が有れば伺う。

(6) アフターコロナを見据えた、琴浦町の商工業及び観光

の活性化に向けた問題点と事業計画が有れば伺う。

町長



【通告７番】 川本正一郎議員 2/2

７－２

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

２.地域農業の活性化に

ついて

(1) 琴浦町の農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想を

策定されて、関係機関や団体と共に農業の活性化に取り組

んでおられます。昨年度はどのような取り組みをされたの

か伺う。

(2) 農業委員会では、農地等の利用の最適化の推進に関する

指針を策定されて各年度の活動計画により努められている

が現在の取り組みと現状及び問題点が有れば伺う。

(3) コロナ禍とウクライナ情勢などにより、私たちの生活

に関わる食品やガソリン等の価格に影響を及ぼしていま

す。農業分野でも農業資材や飼料価格の高騰により影響

を受けているが、現状をどのように認識されて対策や支

援計画が有れば伺う。

(4) 現在、第３次琴浦町総合計画の策定中ですが、第２次

総合計画の目標達成状況と、今後の農林水産業の振興策

を伺う。

町長

農業委員

会会長



令和４年６月定例会一般質問通告書

令和４年５月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 井木 裕 ㊞

次の事項について質問します。

８

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.ふなのえこども園の新
築・移転について

昨年度より、ふなのえこども園の新築・移転が計画され

ているが、住民説明会が、ふなのえこども園の役員を中心

とした少数の保護者だけで行われていると聞いた。

こども園の設置は、単に園に通う子どもたちや保護者だ

けでなく、園を中心としたまちづくりの拠点としての役割

を担うことも期待されているので、もっと広く町民から意

見を募っていってはどうか。

現在の住民説明会の在り方や町長の政治姿勢などを伺

う。

また、今後も少子化が進む中、現在の保育行政をこのま

ま維持していくことは近い未来に限界を迎える日が来る。

10 年・15 年を見据えた少子化対策や保育行政の在り方に

ついてどのように考えておられるか伺う。

町長

２.農業の推進について 農業は琴浦町の基幹産業だが、高齢化や後継者不足など

深刻な問題を抱えている。町長は選挙戦で農林水産業をは

じめ、まちの産業を守ることを掲げていたが、具体的にど

のように施策を実行していくのか町長のビジョンを伺う。

町長



令和４年６月定例会一般質問通告書

令和４年５月２４日

琴浦町議会議長 大平 高志 様

琴浦町議会議員 押本 昌幸 ㊞

次の事項について質問します。

９

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.八橋小学校周辺道路

改良工事

以下の原因・内容・工期・予算・財源は

(1) 国道９号線八橋小入口交差点（国）

(2) ゴリン橋架け替え

(3) 町道 212 号線（八橋小学校線）

(4) 町道 205 号線（八橋小通学路）

町長

２.本庁舎窓口アクリル

板撤去

(1) 現在の新型コロナ感染対策の科学的知見から、マスク

着用を前提として、一部を除き窓口のアクリル板は撤去

すべきなのでは

(2) 同様の科学的知見から、公共施設の空調の在り方は（特

にホール等）

町長

教育長

３.胃がん検診 (1) 琴浦町民の胃がん対策の現状は

(2) ピロリ菌除菌の現状は

町長

４.人口減少対策 (1) 人口減対策（「広報ことうら５月号」等）について、「若

年層の流出抑制・子育て世帯の呼び込み・若者の UIター

ン促進」の課題が挙げられているが、具体的な施策は。

(2) 同規模周辺自治体＝大山町・湯梨浜町との比較で、こ

の対策のポイントは

町長
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次の事項について質問します。 1/2

１０－１

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

１.船上山さくら祭りに

ついて

(1) ４月の桜開花に合わせて、「中部 Marche'(マルシェ)実

行委員会」という団体の企画によって、飲食提供店舗数

店、フリーマーケット等土日３週にわたって船上山駐車

場において出店されたが、町としての支援又は関連はあ

ったのか。

(2) 来年度は取り組まれるのか。

(3) 実施されるのであれば町が主催するのか。又は第三者

に委託されるのか。

(4) 「さくら祭り」ののぼり旗が使用不可能になっている

と聞いているが、新調されないのか。

(5) 「中部 Marche'(マルシェ)実行委員会」が企画された

出店店舗に、桜植樹募金の募金箱が設置されていたと聞

いているが、町に還元はあったのか。

(6) 茶園原に桜の植栽がなされているが、雑草に覆われて

桜の鑑賞も妨げられ、以前の景観と程遠い状況があるが、

草刈り等の整備はされないのか。

町長

２.ナラ枯れについて (1) 本年度もナラ枯れ被害対策事業として、２１０万円県

事業として取り組まれているが、いつまで継続して取り

組まれる:計画か。

(2) 事業として、トラップによる捕獲、立木燻蒸処理によ

るビニール被覆が行われているが、トラップ、ビニール

の実施後の後処理はどのようになされているのか。

町長



【通告１０番】小椋正和議員 2/2

１０－２

質問事項 質問要旨(内容) 答弁者

３.再エネ発電について (1) 船上山発電所の売電収入をどの様に捉えておられる

か。

(2) エネルギーの地産地消を推進する上においても、再エ

ネ発電の導入に町として取り組まれないか。

(3) 町内の各種団体が再エネ発電に取り組もうとすれば、

助成支援はなされないのか。

町長

４.小中学生の給食助成

について

(1) 県内では給食費の無償化実施が、次々と取り組まれよ

うとしているが、取り組む対応はされないか。

(2) 完全無償化が、出来なければ半額助成は出来ないのか。

(3) 町政の柱の中に、子育ての強化が謳われているが、助

成することも公約の一つではないのか。

町長

教育長


